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業界別パレット化率の実態
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出典；（公社）日本ロジスティクスシステム協会「物流機材の一貫利用による物流効率化のための調査研究報告書」より抜粋。強調は農林水産省食品流通課

青果業界のパレット化率は他業界に比べ、約11％と低い比率となっている。
＜パレット輸送が進まない要因＞

順位 理由

１位 空パレットの回収など管理の問題が発生する

２位 取引単位がパレットに満たない

３位 積載効率の低下から輸送費用が高くなる

４位 包装形態（荷姿・寸法）が輸送用のパレッ
トに合わない

５位 パレットを外部に出すと紛失・破損が起こる



補助事業を活用した品目・地区ごとのパレット導入実証状況について
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品目 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州

野菜

いんげん 愛媛

枝豆 愛媛

キャベツ 愛媛

きゅうり 当麻 岩手 高知、愛媛 宮崎

しいたけ 岩手 愛媛

じゃがいも オホーツク、上川 鹿児島

大根 長崎

たまねぎ オホーツク、上川、
北見

とまと 平取 愛媛 熊本

なす 高知 福岡

はくさい 茨城

ブロッコリー 長野 長崎

にんじん 斜里 熊本

ピーマン 高知、愛媛 宮崎

レタス 岩手 茨城 長野 愛媛

果物

いちご 愛媛 福岡、熊本

みかん 福岡、熊本

ゆず 愛媛

りんご 岩手
※食品等物流業務効率化事業、産地生産基盤パワーアップ事業の報告書等を基に農林水産省食品流通課にて作成。



○ 発荷主の産地が主導で、着荷主の卸売市場（全国）と連携し、パレットを用いて農産物輸送の効率化。
○ 段ボールのばら積みからパレット輸送への切替えにより手荷役作業をなくし、トラックドライバーの負担を軽減。
○ パレット管理・回収の仕組みを構築することで、持続的な循環利用の仕組みを構築。

【事例①】産地主導のパレット一貫管理体制の構築について

着荷主︓
全国の卸売市場（各20か所）

出荷後サプライヤー
指定のパレット管理システムに

情報入力

パレット貸出

パレット転送の旨を連絡

積替作業

発荷主︓JA 
上川地区

オホーツク地区

パレット管理・回収

パレット保管

パレット保管

転送先
（仲卸・ベンダー等）

＜パレット 49,570枚＞

＜上川＞
たまねぎ等 約34,000ｔ

トラック 約350台
JR 5,400コンテナ

＜オホーツク＞
たまねぎ等 約9,500ｔ

トラック 約400台
JR 1,300コンテナ

○ 産地からの一貫したパレットの管理体制を構築することで、青果物等の輸送を効率化を実現
○ 統一規格パレット及びその効率的管理等に資する機材の導入により、循環利用の仕組みを構築

⇒荷役作業時間を30%以上削減

パレットサプライヤー

実施主体：上川地区パレチゼーション推進協議会、オホーツク地区（遠紋）パレチゼーション推進協議会

取組内容

成果
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○ 営業所間輸送を「専用パレット」、集荷先から営業所、各営業所から配送先までを「流通パレット」で運用。
○ パレット交換機を使用し、ドライバーの荷役作業軽減を図る。（新型コロナウイルスの影響により導入が遅れ、自費で購入（R3.10月導入予定））

○ パレット管理をQRコードにより行い、安定したパレット運用、労働時間短縮を実現し、専用パレットと流通パレットの
併用による新たな輸送モデルを構築。

【事例②】営業所間輸送における「専用パレット」の活用

○ 「専用パレット」と「流通パレット」の導入による手荷役作業時間の削減
○ QRコードによりパレット管理を行うことによる安定したパレット輸送体制の構築

⇒荷役作業時間を35%削減

実施主体：マキタ運輸
取組内容

成果見込み

本社 東京営業所

大阪営業所
福岡営業所

※１日当たりの使用枚数について、トレーラー積載枚数 22枚/台、10ｔ車積載枚数 16枚/台で積算

トレーラー：９台 198枚

10t車：３台 48枚

トレーラー：３台 66枚

10t車：２台 32枚

トレーラー：０~１台
0~22枚

10t車：0~１台
0~16枚

トレーラー：５台 110枚

10t車：2台 32枚

約６日間かけて 専用パレット が回転
全事業所で１日508枚が移動

流通パレット

産地・工場

各配送先

10t車
集荷

配送
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○ 一貫パレチゼーション輸送により、人手不足や輸送効率化に対応すべくパレット輸送が拡大しているが、卸売市場では
労働力不足によりパレット回収が立ち行かず、パレット散逸が課題となっている。

○ このため、当事業によりクランプフォークリフトを導入し、レンタルパレットから自社パレットへの積み替え作業を円滑に
行い、労力とコストの低減、パレット散逸防止を図る。

○ また、農産物荷役作業改善協議会においては、協議会・パレットサプライヤー・青果市場によるレンタルパレット取扱
確認書を締結し、散逸防止を図る体制を構築した。

【事例③】「クランプフォークリフト」の導入による労力とコストの低減
実施主体：岐阜中央青果、農産物荷役作業改善協議会取組内容

クランプフォークリフト使用による荷降ろし・パレット交換作業 所要時間
（品目：JAあまみ知名 馬鈴薯 10㎏/箱）
＜手荷役＞ ＜クランプフォークリフト＞

ケース数
所要時間

全ケース当たり １ケース当たり

490 38分１秒 ４秒66

ケース数
所要時間

全ケース当たり １ケース当たり

495 17分20秒 ２秒10

○ クランプフォークリフトの導入により、積み替え作業時間54.9%～80％削減。
○ また、クランプフォークリフトを導入したJA全農青果センター（株）東京センターにおいてはパレット回収率が前年

度累計84％であったところ、93％に向上した。

成果
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写真及び所要時間は岐阜中央青果におけるパレット積み替え作業の状況



 事業の導入概況
〇 導入都道府県は北海道、茨城、東京、神奈川、愛知、

大阪、佐賀、宮崎の８都道府県
〇 青果市場を中心に16事業体に対して導入を実施

札幌みらい中央青果

水戸中央青果

名古屋青果

大阪中央青果
大果大阪青果
全農青果センター大阪

佐賀青果市場

東京多摩青果
東京荏原青果
東京青果センター東京
新宿東京ベジフル
東京シティ青果

横浜丸中青果
東京青果センター神奈川

■凡例
：R1当初食品流通合理化促進事業のうち輸出拠点・流通新技術導入モデル形成事業
：R1補正産地パワーアップ事業産地P

R1食品

R1食品

R1食品

R1食品
R1食品

産地2次
産地2次

R1食品
産地2次

R1食品

R1食品
R1食品
産地2次

R1食品

産地3次

岐阜中央青果 産地3次

マキタ運輸（パレット交換機・自費導入）産地3次

農林水産省事業を活用したクランプフォークリフト等導入地域
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 事業の導入概況
〇 導入都道府県は北海道、岩手、東京、長野、大阪、
愛媛、高知、長崎、熊本、宮崎、鹿児島の11都道府県

〇 JAを中心に24事業体への導入を実施
〇 市場取組先は、北海道、宮城、山形、栃木、長野、
埼玉、東京、千葉、神奈川、静岡、兵庫、京都、三重、
大阪、奈良、和歌山、香川、福岡、熊本、鹿児島の20
都道府県の各市場

JA岩手
JA新岩手
全農岩手・JA岩手中央

JA南筑後
JA熊本市
JA阿蘇

① JAえんゆう
② JA斜里農協
③ JA当麻
④ JAきたみらい
⑤ JAふらの
⑥ JA十勝池田
⑦ JA帯広大正
⑧ JAびらとり

1

2
4

5

6

8

7

大阪中央卸売市場

3

JA高知
JA高知経済連

JA宮崎経済連
マキタ運輸

JA鹿児島いずみ

JAえひめ物流

JA島原雲仙

JA長野八ヶ岳

R1実証1
R1実証3
R1実証1

H30
R1実証1
R1実証1
R1実証1
R1実証1

産地1次

産地1次

H30
H30

産地1次

R1実証1

R1実証1
R1実証1

R1実証1

H30

H30
H30

H30
H30

H30

R1実証5

R1実証2産地2次

産地2次
産地2次

■凡例
：R1農山漁村6次産業対策事業補助金
：H30農山漁村6次産業対策事業補助金
：R1補正産地パワーアップ事業

H30当初
産地P

R1当初

産地3次

産地3次
東京シティ青果 産地3次

農林水産省事業を活用したパレット導入地域
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